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学 歴 

2002年 3月 京都大学工学部建築学科 修了 

2004年 6月 イタリア パヴィア大学 EU地震工学・地震学コース (ROSE Scho

ol）修了 M.Sc. (Master of Science in Earthquake Engineering) 

2005年 3月 京都大学大学院工学研究科 建築学専攻 修了 

2009年 12月 米国ジョージア工科大学大学院 土木環境工学専攻 修了 Ph.D. 

(Doctor of Philosophy in Civil and Environmental Engineering)  

 

職 歴 

2005年－2005年 日本学術振興会・特別研究員（DC1） 

2005年－2009年 米国ジョージア工科大学大学院 研究助手（Research Assistant） 

2007年－2008年 米国ジョージア工科大学大学院 教育助手（Teaching Assistant） 

講義名：地震工学（Earthquake Engineering） 

2009年 米国ジョージア工科大学 非常勤講師（Instructor） 

2009年－2011年 米国ミシガン大学 研究員（Research Fellow） 

2011年－2014年 京都大学防災研究所 助教 

2015年－現在 京都大学防災研究所 准教授 

2019年－2020年 京都府立大学 非常勤講師 

2021年 名古屋大学大学院環境学研究科 非常勤講師（総合防災論II(減災編)） 

2021年 九州大学大学院 非常勤講師（建築構造学特別講義） 

 

賞 罰 

2006 京都大学建築会 優秀修士論文賞 

2011 Engineers Week 2011 招待講演 

2012 11th Japan-America Frontiers of Engineering 招待講演 

2012 11th Japan-America Frontiers of Engineering 優秀発表者賞 

2017 日本建築学会奨励賞 

2020 Top Downloaded Paper 2018-2019 in Earthquake Engineering and Structural 



 

Dynamics “Fragility function development and seismic loss assessment of expan

sion joints” 

2022 Structural Engineering Awards 2022: Research, the Institution of Structural En

gineers, Midland Counties, UK 

Skalomenos, K., Whittall, T., Kurata, M., Pickering J. “Component testing and

multi-level seismic design of steel braced frames with high post-yielding stiffne

ss and two-phase yielding,” Soil Dynamics and Earthquake Engineering 157, 1

07248, 2022.6, https://doi.org/10.1016/j.soildyn.2022.107248 

 

所属学会 

日本建築学会（AIJ），米国土木学会（ASCE），米国地震工学会（EERI），日本鋼構造協

会（JSSC），国際光工学会（SPIE），国際構造工学会（IABSE），関西地震観測研究協議

会（CEORKA），若手地震工学研究者の会 

 

主な学会活動など 

2009－現在 米国土木学会（ASCE）応用力学部会構造ヘルスモニタリング委員会委員 

2012－2016  文部科学省“都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト 

サブプロジェクト② 都市機能の維持・回復のための調査・研究” 

モニタリング分科会委員 

2013－現在  世界地震工学会（IAEE） 中央事務局 スタッフ 

2013－2016  国際光工学会（SPIE） Smart Structures/NDE 会議プログラム編集委員 

2014－2015  日本建築学会 鋼構造関連規準・指針の英文化WG 委員 

2014－現在  日本建築学会（AIJ） 鋼構造座屈小委員会 委員 

2014－2015  国際構造工学会（IABSE） 2015年春季大会（奈良）実行委員会 幹事・ 

学術委員会・委員 

2014－2016  若手地震工学研究者の会 事務局 スタッフ 

2015－現在  日本建築学会 鋼構造関連規準・指針の英文化小委員会 委員 

2015－2017  日本建築学会グローバル時代を生きぬくことができる建築人の育成特別委

員会 幹事 

2015－2019  京都大学インフラシステムマネジメント研究拠点ユニット 運営協議会委

員 

2015－2016  座屈崩壊型鋼構造部材の性能評価ＷＧ 委員 

2016－2019   日本鋼構造協会（JSSC）鋼構造建築物の終局状態評価と損傷検知に関する

研究委員会 委員 

2016－2017  日本建築学会 熊本地震学校建築被災度判定WG 委員 

2016－2017  日本建築学会近畿支部 親と子の都市と建築教室拡大実行委員副委員長 

2016－2020  日本建築学会 近畿支部鉄骨部会 会計 

2016.5－2018.5 日本建築学会 近畿支部 常議員 

2016  11th International Symp. on Architectural Interchanges in Asia 査読

https://doi.org/10.1016/j.soildyn.2022.107248


 

委員 

2017   ANCRiSST2017 学術委員会・委員 

2017－2020.3 日本鋼構造協会 鋼構造のモニタリング研究小委員会 委員 

2018.1－2022.12 QuakeCoRE（ニュージーランド） Flagship 4：Seismic Performance o

f Non-Structural Elements 海外委員 

2018.5－2020.5 日本建築学会 近畿支部 代議員 

2019.10－2021.9日本建築学会 若手教育・支援タスクフォース 幹事 

2019.4－2021.3 日本鋼構造協会関西地区連絡会 若手技術者によるテーマ探索WG 委員 

2020.6－2021.9 日本建築学会 若手教育タスクフォース 国際化WG 主査 

2020.4－2022.3 日本建築学会 次世代鋼構造次世代設計規準検討小委員会 委員 

2020.4－2022.3 日本建築学会 奨励賞選考委員会 委員 

2021.4－2023.3 日本建築学会 卒業論文等顕彰事業委員会 委員 

2021.4－2023.3 日本鋼構造協会関西地区連絡会 鋼部材の施工・製作における情報技術利

用に関する調査委員会 委員長（2022.4から），幹事（2022.3まで） 

2021.4－2023.3 日本建築学会 建築物の性能を保証する数値解析技術と資格制度に関する特

別調査委員会 委員 

2022.4－2023.3 日本建築学会 博士論文賞検討小委員会 委員 

2023.4－2025.3 日本建築学会 大地震時耐震性能評価小委員会・2次部材コスト評価WG

委員 

2023.5－現在 免震構造協会 災害調査委員 

 

論文編集委員 

2016－2017 Computer-Aided Civil and Infrastructure Engineering, Guest Editor for

 2017 Special Issue on “Innovations in Structural Health Monitoring” 

2017－現在 日本建築学会 Japan Architectural Review Editorial Board Member 

2017－2018 Computer-Aided Civil and Infrastructure Engineering, Guest Editor for

 2018 Special Issue on “Innovations in Structural Health Monitoring” 

2018－2019 Computer-Aided Civil and Infrastructure Engineering, Guest Editor for

 2019 Special Issue on “Innovations in Structural Health Monitoring” 

2019－2023 Earthquake Engineering and Structural Dynamics, Advisory Editorial B

oard 

2021－2027 Journal of Earthquake Engineering, Editorial Board 

 

社会活動など 

2006－2007 米国地震工学会（EERI）ジョージア工科大学支部 副支部長 

2007－2008 米国地震工学会（EERI）ジョージア工科大学支部 支部長 

2007－2008 ジョージア工科大学 日本人会 会長 

2011－2016 米国大学院学生会 留学説明会（京都大学）支援 

2015－現在  特定非営利活動法人 国際地震工学会 社員 



 

2017－現在 京都大学医学部附属病院災害時院内体制検討WG 委員 

2017－現在  全国鉄骨評価機構 評価委員 

2017.9－2018.9 若手地震工学研究者の会 幹事団長 

2018.4－現在 城陽市都市計画審議会 委員 

 

国際学会の座長など 

2013  日米耐震工学ミーティング（NEES/E-Defense Collaborative Earthquake Resear

ch Program 10th Planning Meeting） 実行委員会 委員長・モニタリング討

議会 司会 

2015  日米耐震工学ミーティング（Japan-U.S. Planning Meeting for Collaborative Re

searches on Earthquake Engineering at E-Defense） 日本側代表者全体統

括，モニタリングセッションコンビーナー 

2021 17th World Conference on Earthquake Engineering，座長，ミニシンポジウム

司会 

2022 12th National Conference on Earthquake Engineering，座長 

 

特別講演・特別講義 

2009 オレゴン州立大学土木環境工学科 学科セミナー 

2009 ミシガン大学土木環境工学科 学科セミナー 

2011 Engineers Week 2011（米国National Society of Professional Engineers主催）バン

ケット講演 

2012 新日本製鐵株式会社 技術開発本部 鉄鋼研究所 技術セミナー 

2012 第11回日米先端工学会議（日本工学アカデミー・全米工学アカデミー共催）“Damag

e Detection of Steel structures” 

2013 東京工業大学，都市地震工学センター 地震工学・工学地震学談話会“鋼構造建物の

地震時対応力の向上を目指した局所損傷検知技術の展開” 

2014 制震（振）構造技術第157委員会，日本学術振興会 招待講演“建築耐震工学に要求さ

れる非物理的性能への個別の回答” 

2014 日本建築学会近畿支部鉄骨部会 研究会 講演“角形鋼管柱の終局性能と建物崩壊

余裕度への影響” 

2014 関西地震観測研究協議会 第29回総会 特別講演 “地震被災建物の健全性判定： 

関連技術の動向と開発” 

2014 早稲田大学大学院 先端建築学論B 授業講義（招待講師）“New Dimensions in E

arthquake Engineering： Data-Driven Resiliency Enhancement Through Structu

ral Health Monitoring” 

2015  Japan-U.S. Planning Meeting for Collaborative Researches on Earthquake Engi

neering at E-Defense, Geotech & Monitoring Session Panelist 

2016 2nd Huixian International Forum on Earthquake Engineering for Young Resear



 

chers, August 19-21, 2016, Beijing, China “Needs on Seismic Retrofit of Steel

 Buildings Considering Consequences”, 

2016 平成28年度南防火協会講演会“熊本地震の教訓：建築構造の観点から” （2016年9月

21日） 

2016 第22回京都大学宇治キャンパス産学交流会“地域の拠点建物の使用継続性を担保す

る” （2016年12月6日） 

2017 IT強震計研究会 第26回定例会“余震による事業中断を考慮した重要施設の事業継

続性評価” （2017年1月24日） 

2017 “Damage Prevention, Evaluation and Decision-Making: Challenges in Structural 

Engineering against Megaquakes,” Departmental Seminar, University of Canter

bury, September 11, 2017 

2017 “Damage Evaluation and Residual Performance Estimates of Steel Structures afte

r Earthquakes,” Departmental Seminar, University of Auckland, September 7, 2

017 

2018  新生児看護学会の教育講演会：災害について一緒に考えよう 備えあれば憂いなし 

備えるべき『知識』『意識』“大地震時に病院は－特にNICUは－”，2018.1.27 

2019 Holistic Seismic Assessment of Critical Buildings with due Consideration of No

n-Structural Components and Equipment, Seminar at National Institute of Stan

dards and Technology, USA, March 21, 2019. 

2019 Connections in Steel Structures with HSS columns: Design, Fabrication and Re

searches in Japan, XV International Symposium of Steel Structure, Instituto M

exicano de la Construcción en Acero (IMCA), Puerto Vallarta, Jalisco, Mexico, 

March 7, 2019（招待講演） 

2021 Monitoring for Earthquake Engineering: Current initiatives and future direction，

17th World Conference on Earthquake Engineering, Future Direction Session 

Super advanced exploration, simulation, and monitoring（招待パネリスト） 

2022 日本建築総合試験所・BCP（事業継続計画）に関する講演会：地震による病院機能の

損失，2022.5.16（招待講演） 

2022 建築物の振動計測技術と多様な性能評価に関する研究勉強会：BCP（事業継続計画）

とモニタリング地震による病院機能の損失から，2022.6.2（招待講演） 

2022 NHERI/E-Defense First Phase，NHERI National Disaster Research Summit, Oc

t 5-6, 2022（招待講演） 

2022 Georgia Institute of Technology Earthquake, SMEM Seminar: Reconnaissance, 

Seismic Assessment, and Monitoring of Hospital Buildings with due Considerat

ion of Nonstructural Components and Equipment, 2022.10.11（招待講演） 

2023 日本建築学会：トルコ・シリア地震災害調査 速報会：建物被害と事業継続性：工業

団地（PC造・S造）/病院施設（耐震・免震），2022.4.29 

2023 University of Catania, Italy “Ph.D. Course in Evaluation and Mitigation of Urb



 

an and Territorial Risks”: Multi-Disciplinary Approach on Earthquake Reconnai

ssance and Large-Scale Testing for Seismic Assessment and Monitoring of Me

dical Facilities  

論説・メディア 

2014 減災社会プロジェクト ぼうさい夢トーク第10回「鋼構造にも、柔らか発想」（201

4/2/3放送） 

2015 高層ビル、震源地から遠くても揺れるのはなぜ？ ｜働き方・社会貢献｜NIKKEI S

TYLE（2016/3/5掲載）監修 

2016 災害を知る#79 イタリア中部の地震 MBS Facebookコラム（2016/8/30掲載）取

材協力 

2020 NHK神戸 ＜ニュース＞ 大地震想定の世界初の実験 病院の機能維持できるか？

（2020/12/4 20:47）記者会見・映像提供 

2020 共同通信＜地方紙と共同通信のよんななニュース＞ 地震想定、病院揺らし実験 機

器転倒で医療継続困難（2020/12/4） https://www.youtube.com/watch?v=7dIvU

whcgZU 

2020 テレビ⼤阪 ＜やさしいニュース2＞ 地震災害 病院機能は（2020/12/4 17:13）記

者会見・映像提供 

2020 テレビ⼤阪 ＜テレビ大阪ニュース＞ 災害拠点の病院は地震がきても大丈夫？南

海トラフ地震を想定した実験（2020/12/4 17:16）記者会見・映像提供 

2020 ABC朝日放送＜ABCニュース＞ 耐震構造と免震構造、揺れに強いのは・・・実物

大建物を使った世界初の実験（2020/12/4 20:59）記者会見・映像提供 

2020 産経新聞＜速報ニュース（電子）＞ 地震時の病院機能を検証 兵庫・三木で耐震実

験（2020/12/4 21:22）記者会見 

2020 神戸新聞＜朝刊28面＞ Ｅ―ディフェンスで病院揺らす実験（2020/12/5）記者会

見・映像提供 

2020 産経新聞＜朝刊28面＞ 地震時の病院機能検証 兵庫で耐震実験（2020/12/5） 記

者会見 

2020 サンテレビ＜テレビニュース＞大地震で病院はどうなる？三木市の施設で公開実験

（2020/12/7 17:45） 記者会見・映像提供 https://www.youtube.com/watch?v=u

28xS9L3QpI&t=21s 

2020 MBS毎日放送＜MBCニュース＞ 震度６程度の揺れを“地域の拠点病院”想定した建

物に加える実験 Ｅ－ディフェンス（2020/12/5 9:55）記者会見・映像提供 https:

//www.youtube.com/watch?v=TB3rIqeqVjY 

2020 毎日新聞＜京都朝刊25面）＞ 大規模地震の病院再現 京大など損傷調べる公開実験

（2020/12/13） 

2020 毎日新聞＜神戸朝刊25面）＞ 大規模地震の病院再現 京大など損傷調べる公開実験

（2020/12/13） 

2021 京都新聞＜朝刊17-18面＞ 東日本大震災10年（2021/3/13） 



 

2021 京都新聞＜夕刊＞ 災害時の病院機能は（2021/6/16） 

2021 毎日新聞＜兵庫朝刊 地域面＞ 大地震時の病室 機能維持は？（2021/9/7） 

2022 産経新聞＜関西版＞ トルコ大地震で続発「パンケーキ崩壊」 過去にも被害、リスク

共有は（2023/2/16） 

 

指導学生の受賞 

峰岸 楓 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2013 

佐藤美帆 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2014 

鈴木明子 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2014 

山口真矢子 日本建築学会優秀修士論文賞 日本建築学会  2014 

東郷拓真 日本建築学会優秀修士論文賞 日本建築学会  2015 

西野博道 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2015 

鈴木明子 日本建築学会優秀修士論文賞 日本建築学会  2016 

武田禎久 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2016 

嶋田洋成 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2016 

和田拓也 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2017 

佐々木雄河 日本建築学会優秀卒業論文賞 日本建築学会  2017 

 

大西科子 日比忠彦賞（優秀卒論発表）  京都大学工学部建築学科 2019 

 

佐藤美帆 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2016 

稲益博行 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2016 

西 亮介 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2016 

鈴木明子 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2017 

山口真矢子 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2017 

東郷拓真 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2017 

濱嶋郁望 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2018 

濱渦慎吾 京都大学建築会優秀修士論文賞 京都大学建築会  2022 

 

峰岸 楓 鋼構造シンポジウム優秀発表賞 日本鋼構造協会  2013 

東郷拓真 鋼構造シンポジウム優秀発表賞 日本鋼構造協会  2014 

山口真矢子 日本建築学会近畿支部優秀発表賞 日本建築学会  2014 

西 亮介 鋼構造シンポジウム優秀発表賞 日本鋼構造協会  2014 

佐藤美帆 鋼構造シンポジウム優秀発表賞 日本鋼構造協会  2015 

西野博道 鋼構造シンポジウム優秀発表賞 日本鋼構造協会  2015 

峰岸 楓 日本建築学会近畿支部優秀発表賞 日本建築学会  2015 

東郷拓真 日本建築学会近畿支部優秀発表賞 日本建築学会  2015 

佐藤美帆 日本建築学会近畿支部優秀発表賞 日本建築学会  2015 



 

稲益博行 日本建築学会近畿支部優秀発表賞 日本建築学会  2016 

新本翔太 日本建築学会構造部門振動分野優秀発表賞 日本建築学会 2017 

人見真由 日本建築学会構造部門振動分野優秀発表賞 日本建築学会 2017 
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2019.1－2021.1 Sichuan Science and Technology Program (International collaborative project), 
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ontrolled Composite Steel Frame using Flexible-Gel-Covered Studs, Project lea

der in China side: Kailai Deng in SWJTU, Project leader in Japan side: Masah

iro Kurata in DPRI 
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onstruction Custom and Quality: Promotion of High-Performance Steel Frames

 in Mid-South America and Oceania（海外分担者：Tiziano Perea, メキシコ自治
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リアルタイム地震情報配信手法の高度化に向けた地盤特性の影響度評価 

2021－2024年度 科学研究費補助金 基盤研究A：工学的・医学的見地から評価する地震被災地域に

おける地域医療のクリフエッジ, 21H04598 

2023－2024年度 東京大学地震研究所・京都大学防災研究所 拠点間連携共同研究（課題募集型）：

地盤と建物特性を考慮した建物被害分析と後発地震への応答予報モデルの構築 

 

（研究分担者：国内研究） 

2013－2015年度 科学研究費補助金 基盤研究B：制振床システムの実用化をめざした構造性能・環境

性能・生産性に関する総合的検証 研究代表者：聲高裕治（京都大学） 

2013－2016年度 科学研究費補助金 基盤研究A：直置き型鋼構造建築物の構造性能と耐震設計 研

究代表者：中島正愛（京都大学） 

2015－2016年度 東京大学地震研究所・京都大学防災研究所 拠点間連携共同研究（参加者募集型総

括研究）：地震・津波リスク評価のプロファイリング 研究代表者：西嶋一欽（京

都大学） 

2015－2016年度 東京大学地震研究所・京都大学防災研究所 拠点間連携共同研究（参加者募集型総

括研究）：系統的な地震リスク評価プラットフォームの構築 研究代表者：松島信

一（京都大学） 

2015－2016年度 東京大学地震研究所・京都大学防災研究所 拠点間連携共同研究（参加者募集型総

括研究）：巨大地震のリスク評価の精度向上に関する新パラダイムの構築～南海ト

ラフ巨大地震にともなう災害誘因・素因の相互依存性を考慮して～ 研究代表者：

松島信一（京都大学） 

2015年度 京都大学防災研究所 共同利用・拠点研究：拠点建物監視システムを活用した被災

建物利害関係者間の補修等合意形成支援 研究代表者：中島正愛（京都大学） 

2015年度 日本鋼構造協会 鋼構造研究助成事業：偏心圧縮ブレースに用いるピン挙動接合部

の開発 研究代表者：稲益博行（京都大学） 

2016年度 京都大学防災研究所 特別緊急共同研究：熊本地震における災害拠点病院の被害把

握と防災対策構築 研究代表者：大鶴繁（京都大学医学部附属病院） 

2016－2017年度 京都大学防災研究所 共同利用・拠点研究：南海トラフの巨大地震による長周期地



 

震動と被害の予測高度化に関する研究 研究代表者：岩田知孝（京都大学） 

2017－2018年度 京都大学防災研究所 共同利用・一般共同研究：災害拠点病院の地震時事業継続性

評価メソッドの構築 研究代表者：大鶴繁（京都大学医学部附属病院） 

2021－2024年度 科学研究費補助金 基盤研究A：供用継続しながら構造性能を改変できるメタボリ

ズム構造の展開, 21H04574 研究代表者：高橋良和（京都大学） 

2023－2024年度 京都大学防災研究所 共同利用・一般共同研究：基礎の3次元非線形挙動を考慮し

た建物－ライフラインの総合的耐震評価手法の検討 研究代表者：柏尚稔（大阪大

学） 

2023－2024年度 京都大学防災研究所 共同利用・一般共同研究：高耐震木造住宅の開発と確率論的

性能評価手法の適用 研究代表者：長江拓也（名古屋大学） 

 

（研究分担者：国際共同研究） 

2013－2014年度 DPRI Kyoto University, Award for General Collaborative Research: Nanoengine

ered Sensing Skins for Rapid Post-Event Health Monitoring of Steel Frame Str

uctures, PI: Jerome P. Lynch (University of Michigan, USA), Co-PI: Masahiro 

Kurata (Kyoto University). 

2014－2015年度 DPRI Kyoto University, Award for General Collaborative Research: Real-time 

Personal Seismic Risk Mitigation via Structure‐Specific Early Warning System

s, PI: Iunio Iervolino (University of Naples, Italy), Co-PI: Masahiro Kurata (K

yoto University). 

2016－2017年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborative Research: Enabli

ng Smart Retrofit to Enhance Seismic Resilience: Japan and NZ Case Studies, 

PI: Timothy J. Sullivan (University of Canterbury, New Zealand), Co-PI: Masa

hiro Kurata (Kyoto University). 

2016－2020 Propuests De Estudio Experimental y Analitico Deconexiones Rigidas de Acero

 Con Vigas I A Columnahueca Rectangular (Analytical and Experimental Study

 on Steel Rigid Connections with W Beam – to – Rectangular HSS), Nippon 

Steel & Sumikin Metal, PI: Tiziano Perea Olvera (Instituto Mexicano de la Co

nstrucción en Acero), co-PI: Masahiro Kurata (Kyoto Univ.) and Roberto Leon

 (Virginia Tech.) 

2018－2019年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborative Research: Tuned 

Hybrid Systems for Resilient Seismic Building Performance, 30W-04, PI: Larry Fa

hnestock (the University of Illinois at Urbana-Champaign), Co-PI: Masahiro K

urata (Kyoto University). 

2019.7-2023.7 Collaborative Research: Frame-spine system with Force-Limiting Connections f

or Low Damage Seismic-Resilient Buildings, National Science Foundation (US

A), PI: Larry A. Fahnestock (University of Illinois, Urbana-Champaign), PI of 

Sub-Contract (Masahiro Kurata) 



 

 

（国際研究集会） 

2012年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborations: International Sy

mposium by Young Researchers for “Advancement of Responses to Seismic Haz

ards in Tall Buildings using Innovative Sensing Technologies,” 12.18-19, 2012. 

2013年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborations: Japan-U.S. Youn

g Researchers and Graduate Students Seminar on “Twenty Years Research Visio

n - Disaster Mitigation and Life/Business Continuity of Urban Cities Using Lar

ge-Scale Structural Testing Data,” 12.11-13, 2013. 

2014年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborations: International Col

laboration by Young Researchers in EU and Japan for “Application of Structural 

Health Monitoring to Historic Buildings in EU and Japan,” 12.19, 2014.  

2015年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborations: Creation of Eart

hquake Engineering Student Forum of DPRI and UC Quake Center on Extreme

 Seismic Events, 2.25-26, 2016 

2017年度 DPRI Kyoto University, Award for International Collaborations: International Wo

rkshop by Young Researchers on “Advanced Materials and Technology for Appli

cations to Steel and Composite Steel/Concrete Structures” 12.7, 2017. 

2022年度 US-JPN-Joint Workshop 2023 @ DPRI, Kyoto University，Regional Assessment, 

Management, and Business Continuity Enhancement against Disaster，2.28-3.2, 2

023 

 

（国内研究集会） 

 JAFOE (Japan-America Frontiers of Engineering) 第2回勉強会，京都大学防災研究

所，2014, 11.26. 

 

以上 


